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                          防衛医科大学校長 

 

防衛医科大学校の不法行為により損害を受けた者に 

対する見舞金の支給について（通達） 

 

改正 平成 26 年 4 月 1 日 

 

 標記について、下記のとおり定めたので通達する。 

 

記 

 

１ 趣旨 

防衛医科大学校（以下「学校」という。）が不法行為により他人に損害を与えた場

合、損害賠償の迅速かつ円滑な解決のため必要と認めるときは、 損害賠償金とは別

に、見舞金（見舞品を含む。以下同じ。）を支給することができる。 

なお、学校が損害賠償の責めを負わない場合であっても、被害者に見舞金を支給す

ることが特に必要と認めるときも同様とする。 

 

２ 支給基準    

損害の内容 支給基準額 備  考 

死   亡 100,000 円  

傷 

害 

重   症 
50,000 円 

   ～100,000 円 

入院加療見込み１か月

以上 

中等・軽症 30,000円以内 
入院加療見込み１か月

未満 

物
損 

家屋等全壊・全焼 50,000円  

そ の 他 30,000円以内  



注：１ 支給基準額は、被害者1人当たりの総額である。 

 

２ 一件の事故で複数の損害が発生した場合は、それぞれの損害の内容に応じ

て定められた基準額の合算額とする。 

３ 事案の処理に長期間を要する場合は、当該事案解決までの間１か月に１回

見舞金を支給することができる。ただし、２回目以降の見舞金の基準額は、

3,000円以内とする。 

４ 諸般の事情から当該基準額によることが適当でないと判断される場合に

は、防衛医科大学校長の指示を受けるものとする。 

 

３ 支給要領 

 (1) 見舞金の支給については、防衛医科大学校長の承認を必要とするものとする。 

 (2) 使用する経費は、原則として既示達の庁費とする。 


